









































































































































































































































田 耕 作 一
之条勿論候、
光念閣こ嫡子道仏一直譲－手公文職於次男清基一之由事、





























































































































































































































































































































































































































































































二 ． 以 。 一 の 推 移 を
中
心 事 ）





























































職所有者であり、永仁四年には旧名である若松名に代って新名としての得重名を確立したのである。得重ははやくも弘安二年（一二七九）には安市郡久毛二段 若松名内で「若松得重」と見えおり、弘安二年の小深田二段においても表面には現われて来ないが、実質的な名主職所有者だったと考えられる。これ 在地における新名主職所有者の拾頭速度に比較して、領主の在地支配がかなり遅れていたと見ることができよう。言いかえ ば、旧名を打破する封建農民を直接把握せずして、旧名を依然として年貢徴収の単位にしていたことを物語っ るのである。
四郎丸代平内
この検注帳群には類似したこつの記載形式がある。すなわち、「四郎丸代平内」と「四郎丸平内」がこれである。この「代」の





































持っていなかった。しかし、この時点 おいて平内は土地と一体化し、領主は旧名「四郎丸」に代 「 」を年貢徴収 対象として来た
。彼平内は新名主職所有者として認められたことにな
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引下げはたゆまざる農民の努力の一端であり、一授、逃散等の積極的な農民運動の外 も、こ ような地味ではあるが不断 努力がにじみ出ている ではないかと思 。
なお、本論の主旨から、当勅旨田における地域封建制成立の中
心となる公文藤原（佐伯）氏が隣庄地頭との連携を強める一方、在地において封建農民として 新名主職所有者を支配ナる一例を述べただけにとどめ、かっ、文永、弘安の役を契機として守護の支配下に組み入れられてゆく過程 では 紙数 都合によって 一一一日及できなかったことを残念に思う
。
東寺領安芸国後三条院新勅旨回（段木）
f付記）
東京大学史料編纂所所蔵影写本東寺百合文
書
の閲覧を許可され
かっ、ど指導くだされた奥野高広博士、並びに文書
一解読のご指導
を載いた先学辻彦
三
郎氏に心から感謝する
ο
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